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ることに気付 き,外陰部痛 も自覚 していた.外 陰部に
魔燗が形成されていると考え,市販の外用薬を塗布 し
ていたが症状が持続するため11月15日当科受診 した.
尿道腫瘍 と診断され11月18日精査加療 目的で入院 し
た,
　入 院時現症:身 長157cm,体重57　kg,体温36.2℃,
血圧181/91mmHg.栄養状 態 は良好.理 学 的所 見 は
胸腹部異常 な く鼠径 リンパ節 も触 知 しなか った.外 尿
道口に母指頭大,暗 赤色調 の腫瘤 が突出 して存在 し表
面平滑,弾 性硬,易 出血1生であった(Fig.1).膣内診
にて尿道 を触診 したが浸潤 は認め なか った.



















カーで はCEA,　CAI9-9,　SCC,　CA-125は正 常 範 囲
内であった.
　検 尿 一 般:定 性 蛋 白(一),糖(一).尿 沈 渣:
WBC　1～2/hpf,尿細胞診:陰 性.
　尿道膀胱鏡検査:腫 瘍 は外 尿道ロ に限局 してお り,
膀胱 内は特記 すべ き所 見 はなか った.
　 画像 診断:骨 盤部造影CT検 査で は尿道部 に辺縁が
よ くenhanceされ 内部不均 一 に造影 される腫瘍 が描
出 され,悪 性腫 瘍が疑われ周囲組織へ の浸潤 は否定 的
であった(Fig.2).鼠径 リンパ節お よび骨盤 内 リンパ
節腫大 は認め なか った.胸 部CT検 査,骨 シ ンチ検査
では異常 は認め なか った.ま た尿道憩室 は認 めなか っ
た.





　 　 　 　 enhancement　reveals　mass　formation　f
　 　 　 　 thc　urethra(arrow　head).
行 した.腰 椎麻酔下 に腫瘍表面 を一部切 除 し,術 中迅
速 病 理 診 断 に提 出 した と こ ろ悪 性 所 見(papillary
carcinoma)を得 たため生検 部 を含 め腫瘍 を被 覆 し,
尿 道周 囲切開 とそれに連続 して膣前壁 に約2cmの 縦
切 開 を加 え,尿 道遠位側1/3(外尿道 口よ り2cm)を
剥離,切 除断端 が陰性 であるこ とを確認 し,切 断 して
腫 瘍 を含 めて摘 出 した.結 果 的 に尿 道部分 切 除術 を
行 った.続 いて新外尿道 口を作成 した.
　摘 出標本:腫 瘤 の大 きさは3×2×1,5cm,重量 は
15gであった,腫 瘤割面 は黄色調で充実性で あった.
　病理組織所見:核 のchromatinに富 み,大 小 の異型
円柱 上皮細胞 が不規則乳頭状 に増生 し,粘 液産生 をみ
一部移行上皮 に移行す る像 がみ られた(Fig.3).また




　術 後経 過:術 後切 除断端 よ りoozingが遷延 したが
ガーゼ タンポ ンで圧 迫止血 し,消 失 した.1週 間後尿
道 カテーテル を抜去 し,外 尿 道口狭窄 もな く排尿状態
は良好 である.現 在,5カ 月を経 過 し,再 発転移 の徴
・鑑 り"　 竃




　 　 　 　 　 papillary　adenocarcinoma　(HE　stain,
　 　 　 　 　 ×200).















とが知 られている.し かし予後因子を反映 した尿道癌
の病期分類はいまだ普遍的に受け入れられるものがな
いのが現状である.尿道末梢部1/3に限局した尿道癌















































え尿道癌 自体が稀 な疾患であ り,報告例 もretrospec-
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